
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
取
満

難
螺
曝
饗
礪
絹
鴻
攣
欧
「
膜
磯
廻
簗
蒲
零
灘
酒
ノ
欝
澤
噸
．
，
．
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

．
戸
戸
転
、
気

、’閣

、
咤

　　ヨ

潮
調

，幽　溺肉・灘興

ヨリ　ツもゼ　だ
く　　　　　へ
際、㍉

欄
聯
㌦

署．

欝照照

　
　
’郷
撮
る剰

メ〉

今

盟
鑓
藷
肝
騙
雛

　　
@　
@　
@　
@　
@　
@

　
定
期
貯
金
目
標
六
百
が
円
（

　
三
三
金
鎖
せ
ん
券
賞
品
附
と

　
し
て
許
可
申
請
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

　
普
通
貯
金
目
標
四
百
万
円

ω
村
の
援
助
（
本
事
項
は
周
回

十
制
日
村
三
三
に
於
て
次
の
通

り
決
定
）

紛
紺
合
員
の
貯
金
に
つ
い
て
は

　
昭
和
二
十
八
年
米
代
よ
り
村

　
に
於
て
個
人
補
償
を
す
る

㈲
貯
梯
三
韓
養
金
と
し
て
五
百

　
万
以
内
を
無
利
息
に
て
預
託

　
す
る
。

㊨
昭
和
二
十
八
年
度
迄
の
赤
字

　
に
つ
い
て
は
一
年
七
十
万
十

　
ケ
年
に
七
百
万
を
補
填
す
る

以
上
の
各
項
は
村
の
援
助
を
除

い
て
内
腿
樋
里
の
方
針
を
明
か

に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
こ
れ
が

雲
行
に
移
さ
れ
農
協
更
生
の
實

を
あ
げ
る
に
は
脛
濟
界
の
安
定

産
業
の
振
興
と
相
倹
っ
て
組
合

員
の
虞
の
自
畳
に
よ
る
協
力
更

に
役
職
員
の
眞
劒
な
努
力
に
よ

る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

「
東
郷
村
農
協
ぱ
信
頼
が
出
來

な
い
、
悟
頼
の
出
稿
な
い
も
の

に
協
力
が
出
梅
る
か
」
世
上
の

批
判
の
聲
は
随
所
に
聞
か
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
瞭
か
に
考
ゆ
れ

ば
ζ
の
儀
協
を
造
っ
た
も
の
は

遭
遇
．
．
ひ
．
潮
解
7
－
ゴ
纐
達
譲

｝讐

・
門
～

響　

悲
願
”
農
協
の
振
興
は
成
る
か
？

轟
業
協
同
組
合
は
農
家
の
経
閉

的
中
心
機
聞
で
あ
り
精
通
の
寄

妙
虜
で
な
け
Ψ
れ
ば
な
ら
な
い
。

然…

驍
ﾉ
先
日
新
聞
の
報
ず
る
虜

牝
依
る
と
雪
下
一
一
二
の
組
合

車
弱
体
と
み
ら
れ
る
組
合
が
マ

L
U
組
合
あ
る
と
云
ふ
、
悲
し
い

ヒ
と
に
わ
が
東
郷
村
農
協
も
こ

一白一下耀．

　
　
　
　
　
　
の
中
に
入
つ
で

、
嵐
う
課
繋
諺

・
そ
贈
潮
齢
疑

　
　
　
　
　
　
金
、
’
「
五
八

O
万
円
、
借
入
金
（
農
林
漁
業

聾
金
を
除
く
）
四
九
二
万
円
、

貫
掛
金
、
需
六
万
円
、
前
受
金

七
六
万
俄
馬
飼
負
債
、
二
四
六
万

．
四
、
出
資
金
、
二
六
三
万
円
、

膏
釜
六
四
唱
万
円
、
で
あ

参
一
方
預
曲
、

・
観

護

鞭唇一

階・、預
汎§曲

　、

糠
．
村
＼
長
小

四
〇
万
円
、
棚
卸
資
金
六
〇
万

円
、
雑
資
金
、
一
＝
三
万
円
、

固
定
資
金
四
九
六
が
陶
、
外
部

出
資
二
〇
八
万
円
、
現
金
六
二

万損
釜
に
於
て
は
五
六
…
万
円
の

損
失
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
．

こ
の
島
台
の
詮
…
明
は
一
高
省
略

す
る
が
こ
れ
を
要
約
す
る
と
三

門
養
金
と
し
て
は
僅
か
九
〇
万

し
か
無
く
組
合
と
し
て
は
高
額

の
借
入
金
、
賀
掛
金
、
雑
負
三

等
が
あ
り
加
ふ
る
に
損
失
金
六

四
尉
万
円
（
實
は
七
百
万
円
）

が
あ
り
設
立
後
組
合
員
役
職
員

の
懸
命
の
努
力
が
あ
っ
た
に
か

ふ
わ
ら
・
ず
全
く
氣
息
奄
奄
た
る

状
態
で
あ
る
か
、
る
現
欣
で
推

し
て
ゆ
く
な
ら
折
角
の
努
力
も

隠
し
く
途
に
自
滅
の
悲
逞
に
遭

遇
せ
ざ
る
を
旧
い
。
將
來
農

家
の
脛
濟
を
考
え
村
め
行
政
を

思
ふ
時
誠
に
暗
然
た
る
も
の
が

あ
る
経
職
後
大
牟
の
輩
位
農
協

は
脛
螢
不
振
に
落
ち
入
っ
て
い

た
が
今
で
は
大
多
敏
の
組
合
が

立
ち
直
り
貯
梯
い
は
勿
論
壷
億

円
以
上
の
貯
蓄
を
有
す
る
組
合

も
二
、
三
あ
る
欣
態
で
あ
る
。

今
度
新
し
く
逡
任
さ
れ
た
役
員

に
於
て
は
以
上
の
童
戯
か
ら
内

容
に
つ
い
て
眞
劒
な
検
討
を
加

え
特
に
経
瞥
改
善
に
つ
い
て
は

次
の
事
項
を
決
定
し
て
張
行
ず

る
こ
と
亀
な
っ
た
次
第
で
あ
る

ω
輝
螢
内
容
を
組
合
員
に
周
知

　
徹
底
せ
し
め
る
。

②
債
描
b
整
理
を
強
行
し
誠
意

　
の
な
い
者
に
は
張
陣
立
分
を

　
執
行
す
る
。

⑧
出
資
金
の
塘
【
強
、
本
年
度
分

　
目
標
百
五
十
万
円
の
越
域
を

　
圏
る
。

㈲
底
部
負
債
雛
戸
々
掛
金
磯
負

　
償
　
　
趨
　
．
“
　
　
　
」

　
　
　
　
も
ギ
　
　
　
　
　
　
　
ュ

訴
，
部
活
鞠
．
罵
’
二
、
加
　
ぎ
尋

野
　
　
　
　
弘

　
早
念
に
整
理
を
し
、
高
額
の

　
も
の
ぱ
二
、
三
年
に
解
消

㈲
林
産
物
の
取
扱
い
、
早
急
に

　
農
協
轍
本
化
を
實
現
し
目
下

　
止
む
を
得
す
買
取
り
を
し
て

　
い
る
が
將
來
は
委
託
販
貸
と

　
し
て
生
産
量
の
七
割
取
扱
い

　
を
周
標
と
す
る
。

⑥
購
買
品
に
つ
い
て
、
生
産
姿

　
材
で
あ
る
肥
料
、
農
機
具
、

　
農
桑
等
を
重
点
的
に
取
扱
ふ

㈹
製
萎
工
場
に
つ
い
て
、
専
門

　
の
意
見
も
き
亀
充
分
検
討
を

　
加
え
て
存
慶
を
決
す
る
。

㈲
機
構
の
整
備
．
本
所
職
員
輔

　
丑
名
業
所
職
員
豊
門
計
一
八

　
　
ぼ

　
名
と
し
一
三
牒
経
濟
課
の
二

　
　
　
註
す
る
。

　
　
　
の
埴
強
に
つ
い
て

‘
8
工
■
「
8
「
3
8
弓
4
8
8
「

ノ

再建目指して最近の農協

　
　
ぱ
ぜ
殖
や
そ
う
國
誕
釜

　
　
蓄
か
ち
や
が
て
回
二
一
が
さ
く

灘
．
の
逃
げ
か
ち
貯
國
で
ム
せ
げ

…
凋
一
π
ら
い
π
小
遣
口
羽
金
で
修
学
旅
行

㎞
優
㌦
増
え
預
て
笑
顔
回
畑
仕
事

繊
同
で
伸
ば
蓋
國
驚
台
箱

…
葱
顔
で
貯
金
働
く
園
偽

　
　
　
　
　
　
　
　
鼻

　
　
　
圓
圖
．
圃
回

折
劇
認
協
へ
預
け
て
栄
［
…
煽
る
家
と
村

腿
で
ね
る
か
鍵
圖
星
か
せ

…髄
’
．
・
，
・
・
監

●卓
警
，

果
し
て
誰
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
　
の
當
初
は
役
場
の
里
民
な

議
　
　
合
員
の
代
表
が
哺
感
の

　
　
論
見
」
を
盤
て
た
の
で
あ

る
が
そ
れ
に
槍
討
を
加
へ
賛
同

し
た
も
の
は
現
在
の
組
合
員
で

は
な
か
っ
た
か
、
農
属
自
か
ら

の
手
に
よ
っ
て
民
主
的
な
自
立

自
誉
の
出
來
る
協
同
体
を
造
ろ

5
と
堅
い
決
意
で
襲
足
し
た
當

時
の
こ
と
を
今
想
起
し
て
貰
え

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
　
・

「
農
協
が
倒
れ
て
は
困
る
。
然

し
協
力
す
る
こ
と
は
厭
だ
」
ζ

0
矛
盾
し
た
考
え
方
で
ど
う
し

t
農
協
の
振
興
が
過
り
得
ら
る

亀
か
。

時
が
た
て
ば
台
風
が
搾
る
傷
農

村
恐
慌
も
來
よ
う
、
あ
わ
て
ふ

た
め
b
た
國
の
施
策
や
、
紳
の

力
で
吾
々
農
家
の
脛
濟
や
生
命

　
　
　
　
　
　
ミ
く

が
安
全
に
し
か
も
幸
せ
に
守
り

得
ら
る
義
で
あ
ろ
う
か
、
七
輪

紳
佛
の
力
も
國
の
保
護
も
必
翼

で
あ
ろ
う
。
然
し
目
常
の
生
活

に
於
て
も
不
慮
の
災
害
に
於
て

も
自
分
を
救
ふ
も
の
は
あ
く
ま

で
も
自
分
で
あ
．
り
協
同
の
力
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
傲
ら
な

い
。
農
協
に
黒
し
て
色
々
な
筆
写
不

善
は
率
直
に
意
見
を
述
べ
て
反

省
を
促
す
べ
き
で
あ
っ
て
此
際

は
一
切
の
ゆ
き
が
か
り
を
捨
て

お
互
を
信
じ
愛
郷
の
至
誠
と
熱

情
で
固
く
團
結
し
農
協
の
振
興

を
園
る
ぺ
青
だ
と
思
ふ
。

遙
螢
の
衝
に
當
三
役
職
員
も
こ

の
際
は
全
力
を
あ
げ
て
組
合
員

の
協
力
に
言
え
正
直
者
が
馬
鹿

を
み
た
と
云
ふ
長
い
体
験
を
再

び
く
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
．
曾
っ
て
義
鑛
が
環
況
め
嵐
σ
麹

　
に
立
つ
た
と
き
で
も
月
々
貯
金

　
を
つ
讐
け
て
今
β
に
及
ん
で
㎏

　
る
學
野
駒
巨
人
會
、
青
年
三
蓋

　
、
そ
れ
に
少
敏
の
二
合
貫
の
あ
っ

　
渇
ζ
と
4
は
過
去
の
吾
々
組
合
員

　
に
面
し
て
の
一
つ
の
反
省
資
料

　
で
あ
り
蔚
來
え
の
警
告
で
あ
り

　
指
針
で
あ
る
ヒ
と
を
銘
記
せ
ね

　
ぱ
な
ら
ぬ
。

　
村
婦
協
、
青
協
は
合
図
の
役
員

薫
難
辮

四
、
農
協
事
務
所
の
陣
容
を
整

　
え
た
こ
と

自
分
蓮
で
作
っ
た
農
協
を
信
用

す
る
こ
と
が
出
來
・
ず
貯
金
す
る

こ
と
も
不
安
で
あ
る
こ
と
は
お

か
し
な
纂
だ
が
然
し
ご
の
氣
持

が
今
ま
憩
皆
が
抱
脚
て
い
た
長

持
で
あ
る
。
今
回
村
が
個
人
貯

金
の
補
響
確
約
し
て
い
た
置

い
た
蘇
で
遍
羅
盲
撃
な
一
権
さ
’

れ
蜜
湿
し
て
基
金
O
出
品
る
態

　
　
　
．
　
ゐ
藩
籍
い

　
　
、
毒
廻
旋
ぐ
馬
、
瓶
寒
・

　
農
協
再
建
の
礎
ま

　
　
　
　
・
築
か
れ
つ
～
あ
る

一、

ｺ
が
最
大
の
援
助
を
與
え
然
し
組
合
員
は
こ
の
村
の
温
情

二
藍
員
が
桑
円
警
手
灘
襲
国
難
麓

　
を
決
意
し
た
こ
と
　
　
　
　
な
ら
ぬ
村
に
迷
惑
を
が
け
る
よ

三
徳
難
露
的
協
力
盤
融
の
っ
舗
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
万
円
貯
蓄
浬
動
で
あ
る
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
落
貯
金
の
熱
意
は
昂
り
潜
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
實
行
に
移
さ
れ
て
い
る
。

試
解
鮎
議

f曹

葺レ

網曳

卜酸”

』

ツ’

1鍵

f

“

陣▼卜
鱈

　
‘懇
聾
露
職
慧

度
の
一
管
弓
勢
蓄
響
胴
燦
／
∴

と
も
あ
れ
轟
鰯
振
異
φ
寵
鐘
は

賜
り
響
い
た
、
驚
に
農
書
の
夜

明
だ
し
組
合
員
接
起
出
た
。

立
ち
上
っ
た
「
興
ぜ
農
協
を
」

「
愛
せ
よ
三
三
を
」
の
掛
聲
勇

ま
し
く
農
協
論
題
の
糎
忙
旧
々

し
く
築
か
れ
つ
亀
あ
る
。
や
が

て
三
三
の
太
陽
が
東
の
空
に
昇

り
地
上
に
光
ヶ
と
熱
を
輿
え
て

く
れ
る
よ
う
孟
協
茎
た
近

き
將
來
に
吾
等
農
民
忙
力
と
富

を
與
え
て
く
れ
る
の
で
み
る
。

●

“
村
お
こ
し
貯
蓄
増
弧
に
像
る
部
落
別
目
額

匿
　
　
別

M
貯
金

罵
爵
画
貯
金

計

繭
　
　
漸

（
内
曳
8
Q

躍
（
廟
δ
8

「
窒
昌
0
8

小
野
田

老
＝
、
8
0

毫
ん
δ
8

」
こ
養
§

鶴
之
内

量
曳
8
0

巨
資
δ
8

き
『
8
0

邉
之
二
八
■
凝
　
ら

誉
鴨
0
8
＝
臼
δ
8

昌
遜
、
8
0
＝
鴨
0
8

　
一
2
8
δ
8
ぜ
　
匿
穴
、
8
0

田
　
　
野

藁
、
0
8

昌
き
、
8
0

●
　
内
治
0
8

弱
　
　
坂

髭
墨
、
8
0

一
　
　
暑
『
8
0

九
昌
七
δ
8

仲
　
　
深

美
昌
δ
8

鳳
合
、
8
0

曲
昌
、
8
q

輝
　
　
谷

ん
全
δ
8

引
割
δ
8

一
醤
内
δ
8

漱
，
雫

＝
内
、
8
0

全
、
8
0

寛
角
δ
8

蔵
　
　
表

量
“
、
8
0

昌
螢
、
8
ρ

瑞
膚
δ
8

下
渡
川

δ
内
δ
8

南
六
δ
8

ズ
昌
δ
O
O

計

内
δ
8
、
8
0

四
、
異
「
0
8

言
δ
内
「
、
盲
O

森
林
組
合
だ

　
⇔
造
林
用
苗
木
の
取
扱
ひ
に

　
　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
．

皆
さ
ん
愈
々
造
林
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
四
月
に
入
っ
て
植
付

け
た
も
の
は
休
験
上
活
着
が
悪

い
事
は
明
瞭
で
す
の
で
早
目
に

實
行
し
て
下
さ
い
二
月
下
旬
迄

に
苗
木
の
逡
付
を
懸
る
予
定
で

す
。
苗
木
は
堀
取
後
最
も
日
の
．

灘
い
も
の
が
第
一
鎌
継
で
あ
る

と
同
時
に
手
元
に
購
い
た
ら
一

時
聞
も
皐
く
仮
植
を
す
る
事
が

第
二
の
饗
件
で
す
。
と
れ
が
爲

　
　
）
　
　
）
　
　
）
’
）

　
　
（
貯
）
（
畜
）
（
標
）
（
語
）

　
　
（
ψ
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
〈

農
協
と
が
っ
ち
り
組
ん
だ
貯
金
村

か
零
さ
ぬ
貯
蓄
で
か
讐
や
く
農
協

笑
顔
で
働
き
感
謝
で
貯
金
　
　
∵

←

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軋

－
よ
り

　
　
　
　
ρ

ω
仮
植
は
二
十
五
本
束
に
な
つ

　
て
い
ま
す
の
で
束
を
押
し
廣

　
げ
て
一
本
並
び
と
し
一
列
毎

　
に
水
を
與
え
て
根
を
踏
み
し

　
め
十
分
土
秘
け
を
す
る
箏
が

　
大
審
で
す
。

②
本
業
は
入
念
で
な
け
れ
ば
い

　
け
な
い
事
は
分
つ
で
い
ま
す

　
が
人
夫
等
の
聞
係
で
思
う
よ

　
う
に
出
來
ま
せ
ん
．
務
め
て

　
左
記
に
添
う
よ
う
植
え
て
下

　
さ
い
。

1
地
蔵
は
一
尺
四
方
に
枯
葉
等

　
が
混
入
し
な
い
よ
う
土
を
堀

　
り
開
く
こ
と

2
恵
方
は
蓄
床
で
土
に
い
た
程

　
即
ち
下
枝
の
附
近
迄
土
を
入

　
念
に
踏
み
つ
け
て
下
さ
い
。

3
根
は
臼
然
の
凄
ム
ひ
ろ
げ
看

　
其
の
弓
取
つ
除
い
て
細
か
い

　
’
土
や
血
糊
み
し
め
上
に
附
近
の

　
　
　
　
　
以
て
　
　
セ
訪
ぐ

へ
　
　
　
　
貰
　
　
．
8

　
　
↓

解
洗
覇
・

に
臨
係
が
三
三
ま
ぜ
鞠
、

に
騰
濾
蔽
鱗
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ま
で

ユ
ー
カ
リ
鷹
土
木
峯
　
、

文
は
パ
ル
プ
、
木
炭
鷹
　
　
「

て
も
良
い
と
云
う
亭
に
鶏
，
．

い
て
生
長
重
も
犬
魯
辱
旧
記

す
が
今
之
を
大
面
積
雌
爵
思
潟

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
か

ヒ
と
は
一
寸
差
し
控
え
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

い
ま
す
『
そ
れ
は
日
本
に

と
し
て
成
績
は
い
は
つ
き
四
幅
、

て
い
る
が
大
規
模
の
造
赫
踊

扇
途
上
で
あ
る
か
ら
で
す
岬
議

然
し
二
反
や
憲
反
歩
O
　
　
、

何
れ
に
し
て
も
差
支
え
数
理
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

恥
い
ま
す
。
詳
し
く
は
組
禽

問
い
舞
わ
せ
て
下
き
蒐
戸
藏

⇔
森
林
旺
敵
討
計
登
が
公
畿
，

な
り
目
し
た
。
本
年
康
十
沸

林
匹
（
東
郷
験
直
洋
津
町
曾
　
“

伐
採
許
容
限
度
は
左
凝
け
樋
纏

で
す
℃
　
　
　
　
　
一
同
靴
、

用
　
　
材
　
　
塩

池

針

葵
量
互
・

聞
伐
『
二
三
．
働

即
吟
τ
、
童
孫

薪
　
炭
　
下

直
蝋
梅
噛
　
素

昌、

東
A
雪

解
、
勘
昌
角
石

漕

る容伐
ヒ限期
と度命
にの級

襟
ま内の
すで立
。正木

．可は

　さ霜

融

割
増
金
付
村
お
こ
し

定
期
貯
金
　
　
　
’

一
、
紬
額
　
六
百
万
円

二
、
一
口
　
千
円

三
、
割
増
金

特
等
　
鞘
が
円

一
等
’
三
千
円

二
等
　
哺
ヂ
円

滋
輔
等
五
百
四

四
等
　
五
十
円

五
等
三
＋
二

一
・

二
本
　
b

四
本
六
本
　
…

ろ
本
　
，

三
〇
本
》

ヨ
O
σ

艶艶講蒲盗

難響1

　ヤ’醜・嶽若

し
難
誌
聖
嚢
鐙
ダ
」
年
ゼ
∵
δ
観

泌
難
．
㌦
＾
礎
餐
灘

恐ド『　　　　　　　　げ1

齢癬凝議富



磯
灘
．
磁
磁
ぼ
籠
、
，
磯
、
，
曝
ッ

華
　
　
　
妻
鴨
　
～
　
曜
静

三
遷
、

9

“　デ

㍗．

　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

楓
的
蕩
下
成
績
　
　
・
、

　
　
　
．
・
（
動
力
、
ボ
シ
プ
0
口
叩
y

〃
　
一
等
射
叫
．
部
（
小
ノ
田
）
．

　
タ
イ
ム
　
二
分
二
三
秒
ご

〃
　
・
二
等
第
六
部
（
越
表
）

　
　
〃
ン
　
　
ニ
分
四
一
秒

〃
　
　
（
腕
用
ポ
ン
プ
の
部
）

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
一
等
第
八
部
（
鶴
ノ
内
）

　
　
　
　
　
　
　
二
三
秒
一
二

　
・
二
等
第
九
部
（
八
亙
原
）

　
　
　
　
　
　
　
、
二
八
秒
二

悔

亭
．
＼
ノ

7　唖

、・

ら

穐
詳1∴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
陰

三
二
サ
髄
栖
遺
墨
蓉
書
誌
麗
紋
騒
．

五
万
丹
六
十
二
点
七
十
五
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
た
O
し
い
こ
ど
を
思
ケ
ρ
，
獣
、

六
万
円
七
十
四
点
八
十
七
点
ち
つ
・
き
の
お
と
も
は
ね
0
三
三
」

灘
　
　
　
灘
　
翻

事
。
　
K
T
禦
譲
駿
欝
麗
斎
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い
さ
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な
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だ
ろ
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。
・
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�
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J

《
、
．
｝
、
ノ
曜
．
葦
．
」

　
　
　
　
漉
　
身
季
．
．

　
　
　
　
　
ノ
，

鷺
「
M
．
東
郷
村
役
場
事
務
分
旭
表

’
騰
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
計

（
　
　
‘
　
欄

｝、

A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
＋
七
年
二
月
門
口
現
在
》

済
「
お
　
．
、
離
村
・
で
は
一
月
二
十
一
日
職
員
の
配
千
竃
を
行
い
ま
し
た
の
で

灘
境
野
の
村
役
場
の
霧
麓
者
露
差
せ
し
享
。

甥　
　
　
　
　
　
》

ウ

忌1「．

牧助村
入　’‘

役役長

中黒小

野木野

義松

男肇，弘

晴

」
、
縞
’
務
課
　
．
課
長
主
事
渡
・
邊
、
義
春

謀
量
産
主
　
任
　
者
・

隻戸畢碧玉溜血紅’毒庶

徽牒興亜伽

隔懸欝・璽騨騨

登勲毒鳶職・喜区

議虫、嘗左書
　寮．回想．、記三三’

柳雄東三寺
国’ｪ富浦原
恒春．宵　撚
離．

ﾄ市淳夫

総
務
課
長

任

蝦
V弾

丸

　・，【馴

甲筒鴇
N

係

員
．

主
事
補

書
記
補

書
　
記

癖
肥
監

寺　笛短新

原＾瀬月名
　竜

野勲鰍
子5夫手二

書
胞
　
都
甲

保
健
婦
豊
豫
田

癖
肥
補
草
野

嘗
肥
補
　
小
林

，　
》

錬噌饗伊
一、二子助

二
》
経
費
課

課
長
主
窃
水
野
彰
三

、
三
遷

祢
務
　
係

樹
ニ
ホ
麿
係

、
肚
確
轟

5
嘗
．
童
係

　
　
鼠
　
係

主
事
全
盛
瞬
　
　
直

筏技・書嘗技
鱒側．紀一記．蘭

海量伊黒小’

野原鷺＊林
二言擾
轟己郎櫛・勇

昏
　
記
　
富
山
・
皇
天

讐
肥
補
隔
日
　
　
漕

．
嘗
　
肥
　
矢
野
　
《
．
利
、

U
『
，
視
務
課
裸
長
心
得
主
事
補
木
・
村
　
’
誠

幕
僚

吹
　
係

執
一

嘗
　
記

田
　
記

属
良
　
聯
鼻
書
　
妃

　
　
　
　
　
書
記

　
　
，
　
　
．
書
記
禰

海
月
景
串
田
儀
補

　
　
　
　
　
書
記
補

　
　
　
　
　
書
記
補

寺矢山川悔本
原野口う越野田

畠・・俊嬬茂

子鯉一，手麿維

四
、
出
納
室
室
畏
．
牧
入
役
兼
任

計
⊥
蓋
置
二
聾
唖
原
　
軍
鵜

甲
斐
て
る
み

◎
村
内
繋

止
記
長
新
名
漱
．
二

④
村
義
業
省
引

写
曇
員
倉

●
・
記
　
短
月
　
　
操

書
肥
　
矢
野
森
一
郎

訥
．

委
員
會

十
四
長
　
塩
　
月
　
儀
，
市

で魯

り

糠
触’

芝、

蔀

〆

兄

聡肥

総量

』醸
福島’一

箱魯書
下器

擁着艦
須林林

章覇鵜
徽等割

鷹1
跨
！

．㌔

、
∠
ノ
　
　
夢
ヤ
ド
『
・
，

．
馬

一

、
・
消
防
出
初
式
盛
大
に
一
行
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

景
，風，

式
初出

畳
．

昭
和
二
十
九
年
新
春
勢
頭
を
飾

る
本
村
恒
例
の
漕
防
出
初
式
は

去
る
占
月
七
日
鶴
ノ
内
覧
東
郷

橋
下
川
原
に
於
て
各
關
係
賢
白

虹
賓
多
敬
参
列
の
も
と
に
盛
大

に
口
引
さ
れ
た
。
こ
の
日
こ
そ
，

六
十
余
年
の
光
輝
あ
る
何
続
を

誇
る
本
村
消
防
團
の
最
大
の
行

事
だ
け
に
困
員
の
意
氣
は
極
め

　
て
軒
昂
早
朝
よ
り
引
引
を
つ
い

　
て
定
刻
前
に
集
合
を
経
り
嚴
正

な
る
各
部
息
橡
を
始
め
息
結
ま

る
療
的
落
下
、
六
六
〇
名
團
員
．

の
堂
々
た
る
分
列
行
進
な
ど
早
、

朝
よ
り
眞
劒
な
し
か
も
一
，
糸
観

れ
ぬ
引
馬
果
敢
な
行
動
は
有
事

の
際
に
備
え
て
脚
か
も
狼
敗
の

念
を
抱
か
せ
な
い
電
力
そ
の
も

の
で
あ
り
本
村
漕
…
防
團
の
・
姿
で

あ
る
全
参
観
者
を
し
・
て
力
張
い

・
感
量
を
與
え
て
意
義
深
い
出
初

式
を
無
事
経
了
し
た
。
本
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

駄
初
式
を
通
し
て
施
設
器
財
の

充
實
と
願
員
の
凱
線
の
張
化
、
数

ど
從
來
よ
り
著
し
く
向
上
し
た

感
が
み
り
、
こ
れ
村
民
各
位
の

　
援
と
圏
員
の
熱
意
と
努
力
に

．
ま
る
も
の
で
磨
っ
て
深
く
感
謝
、

の
慧
を
回
す
る
三
三
に
今
後
共

一
掬
斜
温
め
霜
懲
を
望
み
た
い
。

溢
し
私
共
は
如
何
に
優
秀
な
る

消
防
の
備
が
あ
っ
て
も
私
共
一

人
一
人
が
日
頃
か
ら
火
災
予
防

に
不
断
の
努
力
を
善
し
民
衆
と
．

消
防
が
源
然
一
体
と
な
っ
て
こ

そ
日
常
生
活
に
お
け
る
不
安
が

除
か
れ
る
郵
の
で
あ
鞄
と
℃
つ

こ
と
に
思
い
を
喚
た
し
今
後
直

々
溜
防
爆
の
彊
化
親
署
に
全
面

的
協
力
、
を
し
な
け
れ
ば
、
な
ち
な

い
壱
愚
ゆ
。

、
出
初
式
當
日
の
成
績
は
左
の

　
通
り
　
　
「
　
　
　
．

綜
合
成
績
・
．

　
　
一
等
第
八
郎
（
鶴
ノ
内
）

〃
　
二
等
第
十
部
（
田
野
）

〃
　
三
等
第
一
二
部
（
迫
ノ
内
）

東
郷
村
國
民
健
康
保
険

　
　
直
営
診
療
所
建
築
起
工
式

昭
和
二
十
九
年
の
新
春
を
迎
え

東
郷
村
議
民
健
康
罵
言
事
業
は

着
々
そ
の
歩
を
進
め
村
民
の
保

健
と
術
生
思
想
普
及
の
第
一
．
線

に
活
躍
し
て
い
る
。
　
　
　
艶

一
月
六
日
我
凌
待
設
の
直
言
診

療
所
の
起
工
葺
が
各
關
係
者
の

層
参
列
を
得
で
華
行
さ
れ
た
。

こ
の
診
療
所
は
田
部
濫
費
の
楠

助
を
得
て
い
る
が
大
部
分
が
村

費
で
あ
る
。
村
租
の
完
納
に
は

特
段
の
御
協
力
を
御
願
し
た
い

面
こ
の
建
築
費
に
は
濡
鼠
税
は
－

全
ぐ
使
わ
な
い
と
と
に
し
て
い

し
る
。

診
療
所
は
建
坪
駄
三
〇
坪
轡
師

二
名
、
内
科
、
外
科
馬
産
婦
人

科
に
分
け
病
床
九
を
有
し
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畳

ト
ゲ
ン
も
設
備
す
る
こ
と
に
し

℃
い
る
。

竣
工
は
四
月
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
が
竣
工
の
暁
に
は
村
民
の

際
療
機
關
と
し
て
又
保
健
相
談

所
と
し
て
利
用
し
て
戴
く
催
か

．
り
で
な
く
こ
の
機
開
を
動
員
し

て
各
部
落
に
保
健
施
設
を
進
め
．

て
ゆ
く
考
え
で
あ
る
。

名
言
は
東
郷
村
國
員
健
康
保
当

直
誉
診
療
所
と
呼
ぶ
σ

ζ
の
施
設
は
村
民
が
．
つ
く
る
聲

療
機
開
で
あ
り
保
健
相
談
所
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ま

大
・
い
に
利
用
す
る
と
共
に
こ
の

事
業
に
絶
封
の
御
協
力
を
御
願

い
す
る
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
の
歌
．
」
　
・
　
　
牧

前
の
演
の
ま
う
み
う
れ
し
く
跳
め
入
る
山
田
の
く
ろ
の
枯
草
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

い
つ
か
た
の
山
焼
く
る
に
業
風
芯
ら
ぎ
の
冷
た
豊
室
に
煙
な
び
け
り
働

余
念
な
き
さ
ま
に
は
見
ゆ
慕
ム
む
り
母
が
芹
つ
む
き
さ
ら
ぎ
の
纂
や

山
河
み
な
古
き
陶
器
の
ご
と
く
な
る
こ
の
ふ
る
さ
と
の
多
を
愛
せ
む

わ
が
庭
の
竹
の
林
の
淺
サ
れ
ど
降
る
雨
見
れ
ば
春
は
來
に
け
レ
し

水

診
察
料
は
れ
“
で

　
死
ん
で
も
共
済
金
が
貰
え
る

　
　
　
　
　
　
　
．
家
畜
共
済
晶
元
化
と
は
何
が
？

問
輔
元
化
一
元
化
と
尊
い
ま
す

　
が
ど
ん
な
事
で
す
か

互
層
口
に
調
え
ば
家
畜
の
死
亡

　
必
用
共
蓋
と
疾
病
傷
害
を
，
噌

　
本
に
す
る
事
で
今
迄
は
別
鳶

　
に
掛
金
を
か
け
，
て
い
た
の
を

　
今
度
は
．
一
度
か
け
℃
お
け
ば

賑
病
氣
σ
時
は
無
料
で
診
て
貰

　
え
る
ど
う
に
な
っ
た
わ
け
で

％
袖
．
、
・
　
9

　
　
　
　
　
　
　
昏
乙
凶
悪
．
，
り
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ハ

．
脚
　
　
節
寒
謬
ぐ
」
夢
臨
写
メ
曳
弊
栖
曼
眠
幽
詳
．
．
’
匿
ヒ

問
な
る
ぼ
ど
よ
く
分
り
遷
し
た

が
掛
金
は
ど
う
な
り
署
す
か

答
今
迄
ま
り
安
く
な
り
ま
す
今
，

度
は
疾
病
共
濟
に
も
國
か
ら

　
補
助
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た

　
た
め
で
す
。

問
饗
し
都
合
で
附
粟
獄
害
で
診

．
て
貰
う
時
は
ど
う
な
か
ま
す

・
か
。
．

答
共
立
組
合
の
承
認
を
得
れ
ば

、
暦
黙

㌔

，
轟
“
の
で
す
。

間
死
ル
だ
場
合
は
ど
う
な
り
脚

　
ナ
か
σ

答
今
迄
と
同
じ
よ
う
に
共
濟
金

　
が
貰
え
ま
す
。

間
去
年
牛
が
青
藍
に
な
．
つ
て
診
・

　
療
を
受
け
た
時
点
数
が
一
杯

　
．
だ
か
ら
あ
と
は
金
を
佛
え
と

　
冒
は
れ
ま
し
た
が
ζ
の
關
係

は
ど
う
な
っ
た
σ
で
丸
か
。

答
今
迄
は
治
療
費
が
牛
予
・
豊
平

　
二
千
円
に
な
る
と
共
涛
に
，
ご

　
る
無
料
診
療
は
打
ら
れ
あ

　
と
績
、
自
分
で
金
勢
．
．
ね
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
y

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

乱
乳
　
　
　
　
　
旧
麗
、
．
　
　
　
，
　
、
咋

鳳．7

な
ら
す
再
び
三
三
で
診
療
し

　
て
覚
う
犀
は
掛
金
を
佛
っ
て

加
入
し
直
さ
な
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
今
度
は
噌
年
間
な

鳩
回
か
4
つ
て
も
灘
で

只
一
つ
の
病
氣
例
へ
ば
悪
性

の
消
化
器
病
に
か
亀
つ
た
と

し
ま
す
と
そ
の
診
療
点
敏
が

一
杯
に
な
っ
て
も
な
語
治
ら

ぬ
時
は
あ
と
は
自
分
恩
負
櫓

せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
ほ
同
じ

で
す
、
「
も
か
し
別
の
病
氣
と

か
ケ
か
し
た
ど
か
前
に
治
っ

た
が
再
醒
し
た
と
か
購
う
場

合
は
又
そ
σ
点
数
迄
は
無
料

．
で
診
察
し
て
貰
え
ま
す
、
こ

の
齪
限
は
加
入
し
た
共
濟
金

額
に
依
っ
て
蓮
い
ま
す
が
次

の
よ
う
な
も
の
で
す
が
今
迄
・

よ
り
ナ
つ
と
有
利
に
な
っ
た

緩
和
さ
れ
六
自
家
用
屠
殺

先
般
の
屠
畜
場
法
の
改
正
に
よ

ウ
ま
し
て
自
家
用
屠
殺
が
從
來

ま
り
も
幾
分
緩
和
さ
れ
患
ひ
た

の
で
そ
の
翼
点
を
お
知
ら
せ
じ

ま
す
。

從
來
の
自
家
用
屠
殺
ぱ
肉
の
垂

の
如
何
に
か
か
わ
ら
ウ
あ
く
ま
3

で
自
分
の
家
族
ば
か
り
で
食
用

に
ナ
る
場
合
に
の
み
許
可
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
今
度
の
改
正
で

　
　
ヒ

個
人
又
は
四
、
五
人
が
共
同
で

屠
殺
し
て
食
用
に
供
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
℃

然
し
自
案
用
．
屠
殺
は
原
則
と
し

て
自
適
及
び
そ
の
同
居
者
の
食

用
に
す
る
ζ
と
、
で
あ
り
ま
し
て

扇
掛
、
事
業
所
、
’
組
合
な
ど
順

順
の
者
の
食
用
に
す
る
場
合
は

別
で
あ
戯
ま
す
。
自
家
用
屠
殺

を
す
る
場
合
0
手
檀
に
つ
い
て

ぱ
そ
の
三
時
利
用
す
る
者
の
住

所
、
，
氏
名
、
．
職
業
（
共
同
の
場

合
は
旧
名
）
等
を
所
定
の
届
書

に
記
載
し
馬
屠
殺
前
五
日
ま
で

に
縣
知
事
宛
に
保
健
所
に
届
出

を
し
て
次
に
屠
畜
検
査
申
請
書

セ
．
津
は
り
右
の
層
、
書
に
準
じ
て

提
回
し
保
健
所
長
の
指
示
を
受

け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
様
に
法
が
緩
和
さ
・
れ
た

こ
と
は
勿
論
國
民
の
健
康
を
保

持
増
進
ナ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で

あ
り
聾
す
か
ら
大
い
に
利
用
さ

れ
る
セ
と
を
望
判
れ
て
い
ま
す

瀞
こ
亀
で
注
聾
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
，
い
事
は
若
し
届
書
に
記
載

さ
れ
た
者
以
外
に
肉
を
販
賓
し

た
り
又
は
ど
ん
な
方
法
で
あ
っ

て
も
穰
渡
し
た
り
し
た
場
合
は

雨
雪
共
怯
に
よ
り
懲
役
又
底
前

金
に
塵
．
せ
ら
れ
皇
す
。

．
▽
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X
塀
だ
つ
距
成
人
弍
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街
や
活
ゆ
着
人
め
藁
…
立
を
祝
．

誼
…
す
る
喜
こ
び
の
聲
が
み
ち
あ

ふ
れ
た
一
月
十
五
．
日
、
晴
着
に

身
を
か
た
め
た
成
人
者
一
九
二

・
名
と
來
賓
麿
多
敏
が
東
榔
公
民

舘
に
参
集
し
午
前
十
騨
時
開
式

國
衆
合
唱
の
後
塩
月
村
教
育
長

か
ら
代
表
者
に
成
年
瞳
誉
と
記

念
樹
を
贈
り
、
’
村
長
初
あ
各
界

．代

ﾃ
め
醜
僻
と
感
電
の
披
露
が

あ
っ
た
。

　
成
人
適
量
代
表
し
て
田
原
喪

生
馴
が
「
肚
會
人
と
し
て
立
戯

に
成
長
し
、
皆
檬
の
御
期
待
に

慮
へ
る
」
と
吻
彊
い
答
僻
を
口

べ
た
。
式
後
引
纏
青
縣
教
育
委

慢
、
河
谷
裕
俊
氏
の
熱
…
識
…
溢
る

記
念
精
三
食
が
一
時
間
有
余
に

且
り
開
か
れ
若
人
の
希
望
を
一

段
と
鼓
舞
し
た
。
　
、
忙

　
午
後
二
時
牟
か
む
紅
白
の
鰻

頭
を
手
に
し
な
が
ら
な
ご
や
か

な
匿
い
の
食
が
催
さ
れ
晴
つ
甘

に
ふ
さ
わ
し
嶺
町
皿
氣
の
も
と

三
盛
直
下
駕
経
り
、
層
記
念
撫
影

ド
」
ぐ
㌔
∵
．
㍗
、
い
．
口

．
ボ
・

φ
鵜
駈
趣
皇
鹸

義
協
も
村
民
各
肝
の
幅
力
に
よ

っ
て
愈
々
立
ち
あ
が
る
興
産
ぷ

二
階
売
こ
と
は
ま
ろ
ご
ば
し
嫉
－
　
、

麟
灘
籔

O
自
分
の
生
活
を
瀞
か
に
反
膨

し
て
み
る
と
案
外
冗
費
が
あ
る
槽

よ
う
だ
。
初
め
か
ら
あ
ま
り
弐
”

き
色
い
こ
＆
を
考
え
て
も
鯨
金
，
、

錺
鋤
羽
田
撫
電
鍵

塵
も
寝
5
れ
ば
山
と
な
る
〇

九
三
の
幽
も
』
．
葺
0
土
か
輪

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖
ζ
灘
平

戸
鏡
を
笑
う
者
は
一
範
ば
瀧
一

事
が
あ
る
唖
た
め
る
甑
で
覆
．

れ
ば
き
っ
と
貯
る
金
だ
◎
　
，
．
…

O
立
春
も
雪
ぎ
潅
が
塞
氣
嫁
．

だ
烈
t
い
が
丁
半
づ
箪
や
ホ
、
騨

櫟
曙
廉
潔
藷
鞍

月
弊
鞭
勲
麟
㎎
麗
羅
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